職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
高齢者人口約◯万人を担当圏域とする地域包括支援センターで◯年間、社会福祉士として総合相談業務を担当しています。介護保険の申請支援や権利擁護に関する相談を月平均◯件受け、医療機関・行政の福祉担当課・介護事業所と連絡を取りながら支援方針を整理してきました。単身高齢者や同居family家族に課題が重なる世帯では、初回面談の記録様式を整えて情報の抜けを防ぎ、関係者が同じ前提で検討できるよう努めています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：高齢者人口約◯万人を担当圏域とする地域包括支援センター（職員◯名、社会福祉士・保健師・主任介護支援専門員の三職種体制）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：社会福祉士
【担当業務】
・高齢者本人・家族・近隣住民からの総合相談対応と記録作成（月平均◯件）
・要介護認定申請の支援、介護サービス利用に向けた事業所との調整
・高齢者虐待に関する通報の受理、事実確認の訪問、ケース会議の開催準備と記録
・成年後見制度や日常生活自立支援事業の利用に関する相談対応と関係機関への引き継ぎ
・地域ケア会議の資料準備・進行補助、民生委員や自治会への情報提供
【実績】
・初回面談の聞き取り項目と記録様式を見直し、三職種で確認する手順を定めたことで、相談受理から支援方針決定までの期間を平均◯日短縮
・生活困窮と介護が重なる世帯◯件について、生活保護担当課・障害福祉担当課と合同のケース会議を定例化し、担当者が交代しても経過を追える引き継ぎ資料を整備


■活かせる経験・知識・スキル
・インテーク面接・アセスメント・支援経過記録の作成
・介護保険制度、障害福祉サービス、生活保護など各制度の内容整理と関係窓口への橋渡し
・高齢者虐待の通報受理から事実確認までの手順に沿った対応と記録
・ケース会議・地域ケア会議の準備、進行、議事整理
■資格
・社会福祉士（20XX年3月登録）
・介護支援専門員（20XX年X月取得）
■自己PR
複数の機関にまたがる相談を整理し、役割分担を明確にして動かすことが強みです。生活費と受診中断、家族の就労が同時に問題となっていた世帯では、生活保護担当課・医療機関の医療ソーシャルワーカー・介護事業所とケース会議を設定し、誰がいつ何を確認するかを一覧にして共有した結果、初回相談から支援開始までの期間を平均◯日短縮できました。貴センターでも、本人の意向確認を起点に関係機関の合意形成を進め、支援の空白が生じにくい体制づくりに貢献したいと考えています。
以上
